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グラフイックデザイン教育における
双方向型授業の導入に向けて
ーアイオワ大学視察報告ー
Interactive teaching in graphc design : observations at血eUniversity of Iowa 
田中裕子
YukoTANAKA 
1.はじめに
海外著名大学で開講された講義や、教員と学
生による双方向型の課題演習の様子がインター
ネットで動画配信され、一部で強い注目を集め
た。これをきっかけに、テレビ番組としての放
映や、多くの関述書籍が出版されるなど、大学
教育に対する社会的関心が高まっている。
しかし、海外と日本では、文化的側面や学生
がそれまでに受けてきた教育を始め、大学の教
育体制、教育施設など、大学教育を取り囲むハ
ード及ぴソフトの要因は様々に異なる。そのた
め、授業における双方向型授業の導入と活用に
あたっては相応の困難が伴うが、社会的要請に
応えるため、そして学生の学びの視点からもそ
の効用は決して小さくないと考えられることか
ら、各大学・各教員による試行が継続されてい
る。
このような状況のなか、双方向型演習の導入
に向けた取り組みの一環として、海外における
グラフイツクデザイン教育の現状調査を目的
に、 2014年3月 1日-5日の 5日間、米国
アイオワ州のアイオワ大学を訪問する機会を得
た。短い期間ではあったが、アイオワ大学の
Ab Gratama教授の配厳によりグラフイツクデ
ザインコースの授業ならびに教育施設を見学す
ることができた。
本稿では、会見した教員のインタビューおよ
び授業見学によって得た知見について報告を行
つ。
2.会見した教員と見学した授業
2.1会見した教員
University of Iowa， College of Uberal Arts and 
Sciences， School of Art and Art History， Media， 
Social Practice and Design 
• Bradley Dicharry， Associate Professor and 
AreaHead 
• Vinicius Uma， Lecturer 
. Serina Sulentic， Visiting Assistant Professor 
2.2見学した授業と担当教員
02014年3月3日(月)
• 10:30 -13:20 Typography 
(Se巾aSulentic)
・13:30-16:20 Graphic Design n 
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(Serina Sulentic) 
・15:30-17:20 Website Design 1 
(Vinicius Lima) 
• 18:00 -20:30 Website Design n 
(Vinicius Lima) 
02014年3月4日(火)
• 13:30 -16:20 Graphic Design m 
(Bradley Dicharry) 
3.アイオワ州およびアイオワ大学
アイオワ州はアメリカ合衆国のほぼ中央に位
置し、北海道の約 2倍の面積を持つ。アイオ
ワ大学がキャンパスを構えるアイオワシティ
は、人口約 6万7000人の郊外都市である 1)九
大学に最も近いイースタン・アイオワ空港はキ
ャンパスまで車でおよそ30分の距艇で、訪問
時、当地は強い寒波に見舞われ、気温は約一
15tという厳しい寒きであったo
アイオワ大学は、 1847年に創立された州立
の総合大学である。キャンパス内には様々な研
究機関をはじめ、付属の大学病院、博物館、美
術館、図書館、シアター、ホテル、アリーナ等
の施設があり、およそ 120棟の建物がその敷地
に点在している。学生は現在 3万千人以上が
在籍し、留学生は約 10%を占める 3)。学期はセ
メスター制で、訪問時は春学期 (1月21日~
5月9日)の 7週目であった。
4. J7イオワ大学グラフィックデザインコース
4.1 グラフイツクデザインコースの概要
視察したグラフイックデザインコースが属す
る美術・美術史学部 (Schoolof Art and Art 
History)は、アイオワ大学の中に 1936年に設
置された美術専門教育機関である。美術と美術
史のエリアに大きく分かれ、美術エリアはさら
に Printmaking、Painting& Drawing、
Dimensional Practice (以下、 DP)、Media，
Social Practice & Design (以下、 MSPD)の4
領域に分かれている。
グラフイックデザインコースはアニメーショ
ン、インターメディア、写真の専門領域と共に
MSPDに属している。美術エリアの学生は版画、
絵画、ドローイング、陶芸、 3Dデザイン、ジ
ュエリー&メタル、彫刻、グラフイツクデザイ
ン、インターメディア、写真の中から専攻を決
める。グラフィックデザインコースの学部生の
卒業に必要な単位は 120単位以上で、最高62
単位を美術学部の科目で単位を取得し、また最
低58単位は他学部の科目や一般教養科目の履
修を必要としているに単位取得以外にも、一
定の専門科目を終えた時点で行われるクリアラ
ンス (clearance) と呼ばれる進級のための作
品審査や、卒業制作展への参加が義務づけられ
ていた。
グラフイツクデザインコースが提供している
専門科目は、グラフイックデザインやタイポグ
ラフィ、ウェプデザイン、そして教員が個別指
導を行う科目やインターンシップを単位として
認める科目などがある九そのほとんどが110
-170分の授業を週 2回設ける構成で、応用
の科目になるほど授業時間が長い。一般に、ア
メリカの大学の学生は 1学期に 3-4つの授
業を履修し、残りの時間は予習・復習そして課
題に費やす。グラフイツクデザインコースの専
門科目もまた、それぞれ週に 6-8時間の授
業外学習時聞が求められていたに
授業における学生の定員数は、グラフイツク
デザインコースの最終専門科目である Graphic
Design皿で21名、それ以外の科目は 15名程
度であるo また、それぞれの科目にグラフイツ
クソフト操作方法のレクチャーを組み込み、 2
年生から 3年生の早い段階で基本操作を習得
するカリキュラムであった 7)。
4.2グラフィックデザインコースの学部生
入学試験は学部別に行われず全学一括であ
り、美術・美術史学部への志望にあたって、特
別な実技試験やポートフォリオ審査が課される
ことはない。また、アイオワ大学から入学許可
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を得た学生は、美術 ・美術史学部の専攻を自[1
に決めて学ぶことが1¥来る。そのため、グラフ
イツクデザインを学ぶことを目的に大学に入学
する学生もいるが、入学後 1-2年1日で一般
教義科目を履修したのち、グラフィックデザイ
ンの専攻を決める学生も少なくない九 Bradley
Dicharry准教授によ ると、就職に繋がりやす
いという理由から、デザインを専攻に選ぶ学生
も多いという。
年間45-50人の新しい学生がグラフィック
デザインコ ースのlb(:f)Jの専門科目である
Graphic Design 1を凶修する。その多く は米国
中西部/1¥身であり、特にアイオワ州、イリノイ
州が挙げられ、また隣接するカンザス州やミネ
ソタ州、ネプラスカ州からの学生も多u、。グラ
フィックデザインコースには約 10-15%の留
学生がお り、 10年前は斡国や台湾、マレーシア、
ヨーロッパからの知学生が多かったが、 現在そ
のほとんどが中国出身である 9)。
4.3美術 ・美術史学部の施設と設備
キャンパスのほほ'1'火にある美術 ・美術史学
部西械がグラフィックデザインコースの拠点で・
ある。この.ill物はアメリカの建築家スティ ーヴ
ン・ホー1レによる設計として知られ、 i也に迫り
出したその形は特徴的である(写n1)。
内部は 4階まで吹き抜けの階段ホールとな
写真 1 アイオワ大学の's術 ・美術史学部川被
っており、テーブルや椅子、ソファー、 美術作
品が至る所にi白かれ、窓から入る池から反射し
た光が心地良い宅1日を提供している(写真 2、
3)。ギャラリーでは展示やオープニングレセ
プション、また締2ではアーテイス トやデザイ
ナーによるイベン トなどが頻繁に行われるな
ど、ア トー およびデザインの発信拠点として、
地域社会にも聞かれた施設となっている。西線i
の 31併にはグラフイツクデザインコースの研
究室や泌習室があり、廊下には、色鮮やかなグ
ラフイツクポスターが並び、学生の作品を展示
するスペースが設けられている(写真 4)。
グラフイツクデザイン コースでは主にì~n!ll京
が二つ)I-Jいられ、 学古li生対象の点門科目の授業
が行われている。第一i1i習室には、コンビュー
ち:u2 'sif・'s術史学部川，jjjiの附段ホール
写真 3 美術 ・淀術史学部作Iflli!，'r-釘i
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り114 廊下に展示されたグラフイツクデザインコースの学生作品
タ (iMac)18台、レーザープリンター 2台、
TVスクリーン 2fi (80インチ)、そして"1*
にテープJレが備えられ、 241時間学生のアクセ
スが可能である。第二減習室には、コンピュー
タ(iMac)21台、レーザープリンター 2台、
TVスクリーン 4台、作品撮影エリア、大判川
プリンター 2台、そして中央にテープルが備
えられている。どちらも天井から光が差し込む
明るい教室で、学生がゆとりをもって作業出来
る環境と設備を舵供している(写其 5)。
5.見学した揮業の運営の様子
グラフィックデザインの綬業における教μと
学生の双方向型にJf円し、計 5つの授業を見
学した。訪11]3 n TIのTypography、Graphic
Design I， Website Design 1、WebsiteDesign 
一一ー こーと司
• 
圃回
第一iザl笈
目、および4n日のGraphicDesign Isの農業
である(去し 2、3、4、5)。
詳細|は後述の通りであるが、授業における双
方向噌の前mについては、 Typography、
Graphic Design I、GraphicDesign Isの授業
が特に象徴的であった。これらは、プレゼンテ
ーションやデイスカッションが取り入れられ、
学生が般業のj並行において大きな役割を担うな
ど、学生側の主体的な学びの綴-f-に触れること
ができた。
また、学生のデイスカッションへの参加技能
に、経験のJEによると思われる追いを見ること
もできた。例えば、 Typography、Graphic
Design I， Graphic Design Isの授業は、それ
ぞれに学生の受講時の学年や履修条件が異なる
が、 i斑修のI)~符が多く、それまでに経験したデ
第二ii'."l釜
~1j:Jl 5 グラフィ γクデザインコース乍淑生Ji管室
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表 1 Typography授業概要
担当教員 Serina Sulentic 
時間 週2囲/各170分(月・水/10:30 -13:20) 
単位散・定員数 4単位 15人
教員:1名
当日の出席者
学部生 :8名(女6名、男2名}
届修条件
Graphic Design 1を届修清みである{本条件を満たせば、 グラフィックデザイン専攻以外の学生
も庖修可能)
捜諜目的
タイポグラフィの基礎、歴史、 目を引く構成、そして現代的な発展褒現など、活字を中心とした
デザインに取り組む。
制作観阻 Expressive Typography、TypefacePoster、TypographicCalendar 
館用ソフト InDesign、lIIustrator、Photoshop、AfterEffects 
表 2 Graphic Design n授業概要
担当教員 Serina Sulentic 
時間 週2回/各170分(月・水/13:30 -16:20) 
単位数・定員数 4単位 14人
当日の出席者
教員:1名
学部生 :9名{女4名、男5名)
届修条件
• Graphic Design 1とTypographyを届修済みである
-グラフィックデザイン専攻である
ビジュアルやタイボグフフィ要素の合成や強調により、アイデアやコンセプトを分かりやすく視
授寮目的 党冨届へ置き換える技術を習得する。それにより、課題解決のためのグラフィックデザインを探
求する。
制作隈周
CD Packaging， Ticket and Poster， Postage Stamp， Design Magazine， Beverage Package 
Design 
使用ソフト InDesign、lIIustrator，Photoshop 
表3 Graphic Design m授業概要
担当教員 Bradley Dicharry 
時間 週2回/各170分(火・木/13:30 -16:20) 
単位敏・定員数 4単位 21人
教員:1名
当日の出席者
学部生 :9名(女9名)、大学院生3名(女2名、男1名)
届修条件
• Graphic Design IおよびWebsiteDesign 1を履修清みである
-グラフィックデザイン専攻である
当陵情義の畳蹄までに学んだ知融や技術を応用し、観雑なデザイン問題に取組み、適切なピジュ
授襲目的 アルコミュニケーションを制作する。デザイン制作を進めるうえでの計画、構成、 また問題解決
のためのデザイン戦略に闘して、洞察力の聾成とあわせ実践的スキルを学ぶ。
制作醍屈
学生自らプロジェクトをひとつ立ち上げ、学期を通してテーマの股定から闇査、分析、デザイン、
制作を行う。産学連携デザインプロジヱクトを行うケースもある。
使用ソフト 指定無し
-119ー
担当教員
時間
単位散・定員数
当日の出席者
履修条件
授襲目的
制作韓国
使用ソフト・冒語
担当教員
時間
単位散・定員数
当日の出席者
履修条件
担蝶目的
制作鶴居
使用ソフト・雷語
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表 4 Website Design 1授業概要
Vinicius Lima 
週2園/各110分(月・水/15:30 -17:20) 
3単位 14人
教員:1名学生助手:1名
学部生:11名(女7名、男4名)
• Graphic Design 1とTypographyを履修済みである
-グラフィックデザイン専壇である
ウェブの構造、操作、技術を学ぶ。特に文字と画像の構成に焦点をあてる。ウェブサイトデザイ
ンの基礎知鶴、 HTMLやCSSの基本、そして Dreamweaverの使用方法について、制作盟周を
こなすことで、それぞれを習得する。
ウヱブサイトデザインおよびコーデイング3種{それぞれ4ペー ジ分、 4ペー ジ分、 6ページ分)
Dreamweaver、HTML、CSS
表 5 Website Design 1授業概要
Vinicius Lima 
週2囲/各150分(月・水/18:00 -20:30) 
3単位 14人
教員:1名
学部生:10名{女7名、男3名)
• Graphic Design IおよびWebsiteDesign 1を履修清みである
-グラフィックデザイン専攻である
グラフィックデザインの原則を、ウェブや栂々なインタラクティブメディアに応用し、より深〈
掘り下げて学ぷ。 HTMLやCSS、そして関連する開発宮寵やフレームワークについて、 さらに深
〈探求する。
ウェブサイトデザインおよびコーディング (4ページ)、スマートフォンのアプリケーションデザ
イン (8ページ以上)、ポートフォリオウェブサイトデザインおよびコーディング
Dreamweaver、HTML、CSS、JavaScript、jQuery
資料:表 1から表 5は、 IowaStudent Inforrnation System (https://isis2.uiowa.edu/isis2/courses/search.page) 
サイトに掲椋されたシラパス、および訪問インタビューに基づき、筆者が翻訳、一部編集した。
イスカッションが多いほど、授業での双方向が
高度なレベルで進行していた。経験による差は、
教員においてもまた同様であり、初期と後期に
あたる授業科目において応対技能に明確な違い
を見ることができた。
以下に、授業におけるディスカッションの運
営・進行を中心に、当日の授業の様子を述べる。
5.1 Typography 
授業の冒頭に、週末にかけての課題である
Typeface Posterのスケッチをプレゼンテーシ
ヨンする時聞が設けられた。学生が持参したス
ケッチを見せながらアイデア等をプレゼンテー
ションすると、教員は教室にいる学生全員に詳
細な質問(スケッチの線、色、形、空間、バラ
ンス、コントラスト、調和についてなど)を一
つ一つ丁寧に投げかけていた。また、学生の答
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えを受けて、教員は布Ii足説明を行いながら、学
生同士のディスカッションを促していた。学生
1人につき 10分-15分をnやし、全学生のプ
レゼンテーションが終了した後は制作作業に充
てられ、教貝はさ らに例人指導を行-った(写真
6)。
本授業は、学生にとって初JUJにあたる受講科
目であるため、学生主体のデイスカッションは
プレゼンテーションの機子
学生のスケッチ
へ3・Lミヰー-h{
I 01瓦三
/...‘¥、-li
制作作業rl'に質問する学生
写J'!6 Typography の佼~}.li\公
活発ではなく、教員の手引による部分が大きい。
教日は、 応答が途絶えてしまいがちなクローズ
ドクェッション (Yes/NOなど、設けられた選
択肢で答える質1m)を意識的に避け、What/ 
羽市en/川市o/ Which / Where /羽市y/ Howを
学生一人一人に訪ねるスタイルで学生側の回答
を引き1¥していた。
学生らはデザインの経験や知識が少ないこと
もあり、この段階では学生同士の双方向の意見
交換やデザイン提案が交わされることは少なか
った。
5.2 Graphic Design I
授業の¥JiJiに、事前に課されていた課題 (CD
パッケージ、ポスターそしてチケッ トのデザイ
ン制作)に対し、相互に検討する時間が設けら
れた。はじめに、ある学生がプレゼンテーショ
ン(デザインの概要説明、進行状況、および今
後の作業予定について)を行うと、教貝はすぐ
さま聴講側の学生全員に意見を求めた。学生た
ちは臨時することなく積極的に意見を述べ、デ
イスカッションが始まった。全貝のキllI検討作
業が終fすると、残りのH寺問はそれぞれの制作
作業に充てられた。学生は作品の精度をより日
めるべく、デイスカッションから持た意見やア
イデアを杭極的に取り入れ、また制作作業時r:u
のなかで学生は相互に和極的に新たな立見交換
を行っていた。教員は学生の作業状況を把iJilし
ながら、制作の追加指導を行っていた(写其 7)。
本授業では、学生がデイスカッションの進行
を主噂するなど、学生側にも伯れや技能の向上
を見ることができた。教員は、 Typographyの
授業のように学生に議uかく質問jはせず、必要以
上に'，Imり込まずにファシリテーターの役i!.qJを担
っていた。また、デイスカッションが前発であ
るが放に起こりがちである情報過多によ って、
学生がデザインコンセプ トから外れることの無
いよう、教民は注意を配りさりげなく1羽を行
うなど、 Typographyの授業とはI!]硝2に教授法
が災なっていた事も興味深い。
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デイスカッションの機子
学'1:I，ilイ:の双}iJilのデザイン挺系の機子
制作作業中に悩人指穏を行う教μ
1 
学生の課題ファイル
写rL7 Graphic Dcsign 1の授業胤Jjt
5.3 Graphic Design m 
本授業は、授業内で例別の作業時聞をとらな
いスタイルであり、すべての回がプレゼンテー
ションおよびデイスカッションを中心とした形
式で運営されている。
履修生のうち、学者IEt5名により課題の進
捗状況を共布するプレゼンテーションが行われ
た。 学生が~際に取り 組んでいたプロジェクト
は、イ ラス トレ ーションブックや Dala
Visualization、プランデイング等で、進捗は織々
であった。講堂の大型スクリーンに、アイデア
スケッチや参考資料、制作物をデジタルで表示
しながら、リラ ックスしたムードで進行した。
プレゼンテーションが終わると、自然な流れで
デイスカ ッションが胎まり、様々な意見が飛交
いながら、プレゼンテーションと質疑応答に、
1人20分ほどが費やされた(写真 8)。
双)J向型が応次に展開した本授業は、低年次
での谷組科Hの受講を経て、学生のデイスカッ
ション技能が上達した段階での開講科目であ
る。Typographyや GraphicDesign nと比較す
r;: l't 8 Graphic Design mの授業胤Jjt
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グラフィックデザイン教育における双);向l!2授業のir!.人に向けて
ると明白な追いを見ることができ、プレゼンテ
ーションを行う側の学生が聴講者に質問を投げ
返して進行を主導するなど、デイスカッション
の形式自体が異なっている様子であった。また
学生は、発表者の立場では課題解決を求めるク
ライア ントのごとく立ち回り、 一方でデイスカ
ッショ ン参加l時には発表者の部組を解決するデ
ザインチームのー貝かのごとく役加を果たすな
ど、 l:識の切り替えが明確であり、そのH寺々 の
役割へ没頭していた。
5.4 Website Design 1、WebsiteDesign I 
見学当日、これらの授業は教日が一方向に情
報を伝達するスタイルであった。Website
Design 1では 4ページに及ぶサイ トデザイン
をコ ーデイングする作業日であり、また
Website Design Iでは教只が学生一人一人とア
プリデザインのスケッチを基にした個別相談円
学生のウェプサイトデザイン作品
[コ仁JU¥_)
学生のアプリデザインのスケッチ
であった。WebsiteDesign 1では質問や意見交
換を行う学生が少しみられたが、 Website
Design Iでは学生同士のコミュニケーション
がなかった(写J'!;9)。
教只によると、およそ 95%の学生がウェブ
について知識も経験も無い状態で本授業:を履修
するという。ピジュアルのデザインの他に情報
やユーザインタフェースデザイン、技術的な知
識の折噂といった要素も加わるが、 一方で学生
ごとに純度の差が大きいことから、デイスカッ
ションスタイルの授業は難しいと推測される。
6.円滑な双方向型綬業の実現要因
一般に、授業内でのデイスカ ッションでは、
学生側あるいは教員側の一方のみではなく、双
方が進行 ・ 運営において役íl~J を果たすことが求
められる。見学した授業においても、それぞれ
が役抑を担っている様子をみることができた。
ここで、学生側および教l~~!IJのそれぞれで、円
滑なデイスカッションを可能にした要因につい
て検討してみたい。
はじめに学生側について考えてみると、経験
によるデイスカッション技能の向上を挙げるこ
とができる。すでに述べたとおり、初期jの受講
科目であるTypographyと、後期のものである
Graphic Design IおよびGraphicDesign mと
を比較すると、学生のデイスカッションへの参
加 ・迎営技能の上述度が典なり、特に Graphic
~・F
係1人指導を行う教只
-・圃・・・‘
-・週圃‘・iI:i薗・h
写真 9 Wcbsite Design 1， Website Design Ilの授来ー 風J;t
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Design皿でその差が明確であった。当該科目
の受講に至る過程においてデイスカッションの
経験が積み重ねられ、素養が培われた様子がう
かがわれた。
次に、教員側を考えると、デイスカッション
の進行を促す対応力を挙げることができる。
Graphic Design mの授業では、デイスカッショ
ンの際に、教員が参考となる資料やデザイナー、
デザイン作品などの話題をタイミングよく口述
だけでなくビジュアルで提示し、議論を引き出
し、また暗示的に先導することで、デイスカッ
ションを活性化させながら進行を助けていた。
また、デイスカッションの進行を想定して準備
を行っており、事前に学生の作品の進捗状況を
把握しておくといった、状況把握への注力も対
応力のー要素と言えよう。
7.グラフィックデザインコースの活況と学生
の意識
7.1当該コースの活況の要因
Bradley Dicharry准教授によると、一部に残
る経済不況により他大学のデザインプログラム
が学生獲得に懸命である中、アイオワ大学のグ
ラフイツクデザインコースが属する MSPDは
学生数が増加しているという。
その要因として考えられているのは、時代の
ニーズに即したカリキュラムや、新しく充実し
た施設と著名な建築家を起用した話題性を持つ
新校舎設立である。これらが、新入生増加の後
押しとなっていると考える。
アイオワ大学美術・美術史学部の美術エリア
のカリキュラムは、 10年ほど前に大きく改編
されている。グラフイツクデザインの対象領域
は、印刷物のデザインに留まらず、ウェプやア
ニメーション、ユーザーインターフェース、情
報デザインなど広域に渡っているが、こうした
時代のニーズの変化にあわせて、グラフイック
デザイン専攻の学生が包括的に学ぶことの出来
るプログラムであるべく構成されている。
また、現在建築中の美術・美術史学部東様は、
西棟と同様にスティーヴン・ホールによる設計
で2016年に完成し、 Printmaking、Painting& 
Drawing、DP領域が入る予定である。キャン
パスのほぼ中央に位置する新しい施設が象徴す
るように、美術・美術史学部はアイオワ大学の
中において、高く評価されていることがわかるo
7.2学生の意識ー授業に積極的に取組む背景
グラフイックデザインコースの学生の多く
が、デザイナーになりたいという強い意志を持
って専攻を決め、履修授業を選択する。学生の
履修科目の選択にあたっては、どの授業を履修
すれば優れたポートフォリオとなる作品を残す
ことが出来るかといった相談ができるアカデミ
ックアドバイザー制が設けられている。また、
コミュニケーションやジャーナリズム、マーケ
ティング、コンビュータサイエンス等の専攻と
グラフイツクデザイン専攻を同時に学ぴ、ダプ
ルメジヤ-にする学生も多い附
現地で面談したデザイナ-によると、アメリ
カでは大学生のうちに専攻に関係する仕事の経
験を積むことが卒業後の就職に繋がるとされて
おり、グラフイツクデザイン専攻の学生の多く
は、企業や大学においてデザインのアルバイト
やインターンへの参加に注力している則。これ
らに参加するためには質の高いポートフォリオ
が求められるため、学生は熱心に授業に取組み、
より質の高い課題作品をつくろうと努力する一
面がある。
グラフイツクデザイン専攻の卒業生の就職率
は9割を超え、シカゴ、サンフランシスコ、
ニューヨークなど主要都市のデザインファーム
や、ソフト開発系ペンチャー、広告などのデザ
イン関係の仕事に就く卒業生が多いへ卒業と
同時に仕事を見つける学生もいれば、デザイン
のアルバイトを続けて経験を積みながら 1年
や半年かけてフルタイムのデザインの仕事を探
す学生もいる。 BradleyDicharry准教授による
と、アメリカにおける大学卒業のグラフイック
デザイナーの初年の年収は、平均で約$35，000 
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グラフイツクデザイン教育における双方向型授業の導入に向けて
であるという。
授業を積極的に取組む背景には、こうした学
生の将来への具体的なビジョンと学びの意識に
よる部分がある。
8.おわりに
以上のように、本稿では、アイオワ大学の視
察で会見した教員のインタビュー、そして授業
見学によって得た知見を中心に報告を行った。
冒頭に述べたとおり、社会的な背景として、
大学教育のありかた、とりわけ双方向型の授業
について関心が高まっている。今回の視察にお
いても、特に注意を向けたのはデイスカッショ
ンやプレゼンテーションを取り入れたグラフイ
ツクデザイン教育の双方向型授業の実践方法で
あった。
日本での双方向型授業の実践における議論に
おいては、その課題として学生の消極性・受動
性といった意識の面が挙げられることがあるo
しかし、今回の視察において注意をひかれたの
は、学生のデイスカッションへの参加技能や教
員の応対技能などといった、双方向型を可能に
するための技術的な側面でもあった。
今回の視察で得たグラフィックデザイン教育
における教授法は非常に有益であり、これらを
筆者の運営する授業へ取り入れる予定である。
最後に、今回の視察を快く受入れて頂いた、
Ab Gratama教授をはじめとするアイオワ大学
のグラフイックデザインコースの教員、および
学生に心から感謝する。
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